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（図表１）

アジアの資本市場

グローバルな株式時価総額
に占めるシェア

現地通貨建て債券の
市場残高（対ＧＤＰ比）

（注１）グローバルな株式時価総額に占めるシェアは、東アジア・太平洋に属する国・地域（世界銀行の定義に基づく）のうち、高所得国・
地域（オーストラリア、香港、日本、韓国、ニュージーランドおよびシンガポール）を除外したグループを用いた計数。

（注２）現地通貨建て債券の市場残高（対ＧＤＰ比）は、中国、香港、インド、韓国、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイおよび
ベトナムを集計した計数。

（資料）Asian Bond Online、世界銀行「World Development Indicators」
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（図表２）

世界の中間所得層に占めるシェア

2009年 2030年（予測ベース）

（注）上記は、中間所得層（1日当たり10ドル～100ドルの収入を有する家計）に属する人々（number of people）のシェア。

（資料）Kharas, H. (2010), "The Emerging Middle Class in Developing Countries," OECD Development Centre Working Paper, No. 285.
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（図表３）

金融危機時における東アジアでの起債状況

（注）図表は、各期間における国内債・外債の発行総額および国内・海外シンジケートローンの実行総額の変化率を示したもの。具体的
な計算は、下記論文を参考にしているが、発行総額および実行総額が上下10％以内のサンプルは、同計算から排除している。

Abraham, F., J. J. Cortina and S. L. Schmukler (2019), "The Rise of Domestic Capital Markets for Corporate Financing: 
Lessons from East Asia," World Bank Group Policy Research Working Paper, No. 8844.

（資料）Dealogic
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4（了）

（図表４）

金利指標改革

• 問題意識の醸成が成功の鍵。

• 日本では、日本円金利指標に関する検討委員会が、８月１日に「金利指
標改革フォーラム」を開催。

http://www.boj.or.jp/announcements/release_2019/rel190816a.htm/

幅広い先が参加：

- 金融機関

- 事業法人（トヨタ自動車等）

- 機関投資家（保険会社等）

- 業界団体

（撮影：野瀬勝一）


